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花山天文塁落成記念祝賀次第（豫定）
十月十七日（木曜日，神嘗祭）
此の日は天文部の關係者のみの「水入らすの」祝賀會
午前9時
同10時一12時
正　　午
午後2時一4時
午後5時牟
午後7時から
十月十八日（金曜日）
帝高大二天文學教室より一同打ち揃ひ登山．
天文壼構内を各自自由縦覧，散策．
四賀記念午餐會（宿舎にて）
京都天文六出例會（圖書室にて）
　　演詮講演論文雨漏紹介疑いろ謎々．
當夜の宿泊者のみの晩餐（宿舎食堂にて）
　　宿泊希望者は前日までに申込まれたし．
天禮観測及び夜景観望
此の日は天文皇を一般二二人士に公開．（但し雨天ならば中止）
　　午前9時一午後10時　一般に構内の自由縦覧，及び，天艦観察を許
　　　　　　　　　　　　可す．（但し，必ず靴又は草履の事）
　　午後7時より　　　通俗學術講演會（樂友鳥館にて）
　　　　　　　　　　　　　山本一清，「望遠鏡で見える宇宙」
　　　　　　　　　　　　　中村　要，「反射鏡ε屈折鏡」．
十月十九日（土曜日）
此の日も一般公開をなす．（但し雨天ならば中止）
　　午前9時一午後10時　　一般に構内の自由歯面，及び，天艦観察を許
　　　　　　　　　　　　　面す．（但し，必ず靴直は草履のこE）
此の日は先づ大學の公式祀賀會を催す．
　　午後3時一4時　　來賓受付け及び構内案内．
　　同　4時一5時　　三賀式（構内前庭にて）
　　　　　　　　　　　　　山本教授　挨拶E講演「天文毫ミ天文研究」
　　　　　　　　　　　　　新城総長　演　　詮
　　同　5時牛一6時宇　天艦槻覧．
　　同　6時二一　　　記念晩餐會（都＊テルにて）
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十月二十日（日曜口）
　此の日は一般公開及び天文同好油気會を開く．
　　　午前9時一正午　　一一般人士に構内の縦覧及び天禮槻察を許可す，
　　　午後　　　　　天文同好論点12回総會
10寺一3iI芋
3時一5時
5【1寺∠1≧一一61i
7時より
　注意：
　記念學術講演會（屋上露毫にて）
　　　　　　　會員外の傍肺を許す．
　　　山本教授　　「太陽研究の近歌」
　　　二割助教授　「天罷の週期執道に就て」
　同好會協脳含（圖フ㌻肇にて）
3Yド　記念晩餐會（宿舎にて）
　　　　参如希望者は前日』までに申込まれナこし．
　天盟の臓卜，及び屋外夜景観望．
天文同好陰面は成るべく午前中に天文牽構内を自
由縦覧されナ：し．
　　　以　　　　上
し　トレ三1
2．オ1マ1
5．ブル1／
4・コベルニク
5．ケプラ1
6．ガリレオ
7．ニウトン
8・ハ聖シェル
花山道路の標識に因む人の名の藪々
　　　　（本誌第519頁参照）
西暦第2世紀中頃，アレキサンドリアの天文家大著
「アルマグスト」を書き，千年以上の指針こなる．
同　第十一世紀の，ペルシヤ國の詩人象天文家
第十六世紀の哲學者．地動説を主張して殺さる．
第十六世紀の天文家地動説を唱へ，天動説を否定す．
遊星の楕圓軌道を目見し，三つの法門を野守す，
望遠鏡を嚢明し，太陽黒鮎，木星衛星，月の山，金星
の三日月形，銀河の眞相等を登見．地動説を唱へて迫
害せらる．
第十七八世紀の英國ケンブリヂ大學教授．宇宙の引力
論を唱導し，天盟の蓮動理論を解決す．
天・王星の嚢見者．二亘星や星雲の探求者．
